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1.はじめに 
近年社会では、救命処置時の心肺蘇生法(CPR)

への関心が高まっている。また、スポーツ等の

日々の生活において CPRが必要になった場合、傷

病者への適確な処置が求められる。日常で起こり

うる病院外心肺機能停止傷病者の 1カ月後の生存

率は、その場に居合わせた人(バイスタンダー)に

よる CPR および AED 使用(PAD)が適確に行われる

ことにより向上すると報告されている。そのため

現在、様々な団体が多様な型式で AEDの使用を含

む CPRの普及啓発活動を実施している。 

CPR および AED 使用方法の習得に際しては、文

献の閲読や医療機関ならびに公共団体が主催す

る講習への参加が知られている。講習参加におけ

るメリットは、専門家による講義・質疑応答なら

びに専用の器具を用いての体験的学習ができる

ことである。一方で、講習参加におけるデメリッ

トとしては、講習希望者は講習の開催場所までの

移動を強いられ、時間が限定されているため、講

習希望者に制約が生じる。このことから、講習へ

の参加は必ずしも身近ではない。 

本研究では、講習希望者が自身の身近な環境に

おいて、拡張現実(AR)機能で自学自習できるシミ

ュレーション型体験学習支援メディア(以下シス

テム)を医療従事者および消防官署職員の監修の

下、開発した。さらに、システムを実際の救命シ

ーンに酷似した状況を提供できるものとするた

め、単独でも複数人でも実施可能とし、心肺蘇生

開始の判断にも重点をおいた。 

2.救命の連鎖 

 救命の連鎖とは、迅速な119番通報、迅速なCPR、

迅速な PAD、迅速な二次救命処置の 4 つの流れの

ことである。本研究では、救命の連鎖に従い、シ

ステムにおけるストーリの流れを構築した(図 1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 救命の連鎖とストーリの流れ 

3.従来の教育方法 

 現在知られている CPRおよび PADのための教育

方法は、文献の閲読、DVD 教材による指導、医療

施設や公共団体が主催する講習への参加がある。 

教育学者エドガー・デールは「経験の円錐」(図

2)を提唱し、文書による学習だけではなく、体験

学習など多様な教育メディアを組み合わせ、活用

することによって教育的に豊かな経験となる[1]

と示唆した。文献の閲読・DVD 教材による指導で

は、文書や映像での学習のみとなってしまうため、

学習上望ましいとはいえない。また、講習参加は

メリット・デメリットを含め、講習参加者にとっ

て必ずしも身近な環境にはなっていない。 

本システムは、従来の教育方法とは異なり、ユ

ーザの身近な環境で体験的に学習ができる。さら

に、ユーザがシステムを利用することにより、意

識的に CPRおよび PADを学ぶことができる。 

 
図 2 システムの適用領域 

4.システム概念 

 本システムにおいてユーザは、ストーリの主人

公となり、Enter キーを押すことによりストーリ

を進め、心肺機能停止傷病者の発見から救急隊員

への引き渡しまでの一連の救命の手順を学習し

ていく。CPR を学習するシーンでは、死戦期呼吸

の有無を確認し、単独および複数人のどちらの場

合においても実施可能なシステムを開発した。 

 CPRの実施に際し、先行研究[2]ではミニアンを
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用いていたが、本研究では、身近な環境での学習

を可能にするために、高価な専用器具の代わりに

廃タイヤ(図 3-1、図 3-2)を利用した。廃タイヤ

を切断し、半円形になるように加工した。本研究

ではこれを Pressure on the Recycle Tire(PRT)

と呼ぶ。胸骨圧迫時において適切な深さだとされ

る 5cmを再現可能とし、耐久性と安価であること

を重視した模造品を作り、使用した。 

 
図 3-1 PRT(表)        図 3-2 PRT(裏) 

5.システム開発と期待される効果 

 本システムは、Visual Studio 2010 で.Net 

Framework4.0 の C#プログラミング言語で開発し

た。そのため、Windows 環境において、安定的な

実行環境が実現できる。 

5.1.システム構成 

本研究では、Windows OS が起動する PC とバラ

ンス Wiiボードを Bluetooth 受信機で繋ぎ、バラ

ンス Wii ボードの上に PRT、ユーザを撮影できる

位置に Webカメラが配置され、構成されている。 

 先行研究および本稿で提案したシステム概念

をもとに新しいシステムを開発した。本システム

には、CPR を開始する際に、単独あるいは複数人

のどちらで行うかを選択し、複数人で実施した場

合、胸骨圧迫シーンで交代制になるように実装し

た。また、死戦期呼吸の有無を確認し、適確な処

置ができるようにした。さらに、先行研究と同様

に、フィードバック機能を実装した。 

5.2.期待される効果 

 i)胸骨圧迫時の交代制 

 複数人で本システムを利用した場合、救命シー

ンの中の胸骨圧迫時に、交代制で学習ができるよ

うにした。交代制にすることにより、実際の救命

シーンに酷似した体験学習が可能になる。 

 ii)ビープ音の実装 

 ビープ音を 1分間に 100回鳴らすように設定し

た。ビープ音に合わせて胸骨圧迫をおこなうこと

により、自然と胸骨圧迫のリズムを覚えることが

できる。 

 iii)Webカメラの設置 

 Web カメラより胸骨圧迫時のユーザの姿勢を取

得し、画面に映すことで、適切な姿勢へと自発的

に修正を促すことが可能となる。 

 iv)圧力強度の表示 

 バランス Wiiボードは、計量法の技術水準をク

リアしており、胸骨圧迫の際の圧迫強度を正確に

計測することが可能である。心肺機能停止傷病者

が成人であることを前提とし、胸骨圧迫時におけ

る適切な深さ 5cmを重さに換算し、十分な重さに

達するとトラックバーの背景色が赤から青に変

化するように設定した。これにより、ユーザが加

えた圧力強度を可視化することができ、胸骨圧迫

に適切な圧迫強度への誘導が可能となる。 

6.検証方法 

 システムの有用性の検証と具体的改善点の明

確化のため、大学生 10 名に対し検証を行い、そ

の後アンケートを実施した。なお、検証に参加し

た学生は、本検証以前に講習会等に参加したこと

がある学生である。そのため、講習会と本システ

ムを比較した結果を得ることができた。 

7．考察 

 検証を実施するうえで、システムと講習会を比

較したが、どちらが優れているかは考慮していな

い。なぜなら、「経験の円錐」に示されるように、

学習は多様なメディアを活用することによって

豊かなものとなるからである。本研究に「経験の

円錐」を関連づけるならば、システムでは具体的

な経験を得ることで学習をすることができ、講習

会では、観察し、模倣することで学習をすること

ができる。本システムを最大限活用する場合、講

習会で説明を受け、その後にシステムでシミュレ

ーションを行う、といった活用法を提案できる。

本システムと他の教育方法を比較し優劣をつけ

るのではなく、互いの長所を組み合わせ、短所を

補い合うべきである。 

 以上の考察から、本システムは一次救命処置を

救命の連鎖モデルに沿って体験的に学習するこ

とが可能であり、適確な学習を実現するために有

用であることを示唆している。 
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